
 

１　ペットボトルの現況 

　・　公共施設等１０３箇所（令和８年８月時点）の拠点で回収。 

　・　市内の一部のスーパー等でも、店舗回収を実施。 

・　排出量は増加傾向にあったが、令和７年度は減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　一般廃棄物（ごみ）処理基本計画における位置づけ（計画Ｐ４１） 

・　集積所回収について、令和６年度から調査・研究を行い、令和８年度から実証

実験を開始することとなっている。 

 

 

 

 

 

 

３　集積所回収実証実験の検討 

　・　令和８年度からの実施に向けて、回収方法や実施エリアの検討を行い、委託業

者と調整を実施。 

　・　令和８年度当初予算に実証実験の費用２５０万円を計上したが、採択されず。 

　・　令和９年度の予算計上も困難な状況。　 

【参考】実証実験の検討内容 

 

 

 

 

 

４　今後の方向性 

　・　現状、市の拠点やスーパー等で回収が問題なく行われている。 

　・　集積所回収の実施には、年間約５千万円以上の費用がかかり続ける。 

　　⇒　集積所回収は実施せず、ペットボトルのごみ自体を出さない取組の検討や、

拠点回収場所の維持及び民間施設における設置の拡充を目指す。

 ペットボトル集積所回収の検討

 回収頻度 月２回

 回収日 かん・びんの収集日と同じ

 出し方 はだかのまま専用のネット（袋型）へ（ネットは都度設置）

 拠点回収 試行期間中は現行の拠点回収を継続

資料４

(kg)

154,220 159,905 162,830 176,535 187,595 197,780 204,850 205,335
189,820
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